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学校現場における地盤の堆積環境の解析と構造物クラックの判読から作る

生徒主体の災害予測モデルづくり

The hazard prediction models made by the students' analyzing

sedimentation and building cracks.
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　著者の勤務する宮城県利府高校は長町―利府断層の逆断層のスロープ上に位置する学校である。この断層の

動きはこの5万年間で数回動いたと目されているが(地震調査研究推進本部ほか)、直下型の活動からくる直接の

被害については予測地震動の強さ(仙台市ハザードマップほか)を除いて不明なところも多い。またこの断層直

上の堆積環境の調査をこれまでボーリングコア試料（深度２０ｍ以浅）から生徒に行わせているが(中

村,2017), 大きく目立つのは砂岩と火砕岩の互層であった。 

 

 

 

　この地質構造から地域に災害をもたらすのは地震に加え可能性のある火山噴火について記述をさせるべく火

砕物の解析を行っている。またその火砕物が砂岩層に交互に入り込むことによって,どう上の構造物へ不均質な

沈下をもたらすのかを調べモデル作りをさせ,実際の構造物におけるクラックの様子から地震動（あるいは定常

的な地盤変動を含めて）による応力の加わり方を記述させた。 

 

 

 

　①火砕物の解析 

 

　凝灰岩・軽石層を含めその成分から見ると大きく分けて3期に分かれることを解明させられた。一方でその

起源の火山については同定が難航している。 

 

　②互層による地震動モデル作り 

 

　火山灰・砂岩の互層から震動装置を制作させて実験を行わせた。均質な砂岩よりも一定の火山灰が入ってい

ると,より振動に強くなることが判明した。 

 

　③構造物中のクラックの記述 

 

　直下型の振動だけでなく逆断層上に建造されたため盛り土の影響があるとみられるが,それでも太平洋プ

レートーユーラシアプレートの応力の集中する場としてその方向を見積もらせる活動を行っている。
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